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◆可能な連携形態
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◆背景
誤差拡散法は印刷画像の二値量子化手法として広く用いられています。しかしこれは被

写体の輪郭部分が正確に表現できないという課題がありました。これを補う方法として輪
郭部分の量子化と非輪郭部分の量子化をそれぞれ行った後、論理合成する方法が考案され
ています。しかし、この方法においても輪郭部分は滑らかになるものの、自然画像に対し
てはFig.1(d)に示されるように輪郭のみが強調されてしまうことから、実用化までには多
くの課題がありました。

◆実施概要

◆応用が期待される分野

・画像処理・出力装置
・各種ディスプレイ

◆発明概要
本発明は被写体の質感(凹凸情報、明度

情報、輪郭情報)を正確に表現できる画像
処理装置です。発明者らは多値入力画像
から二値量子化画像を作成する際、質感
情報(以降、テクスチャ情報と表現)を検
出し、この情報に応じて量子化誤差の分
配を算出することで、被写体の質感を強
調した画像が得られることを見出しまし
た。本発明によれば、被写体の質感を強
調した画像が得られるようになるため、
印刷物に加えて、テレビなどの質感の強
調に適用できるディスプレイに応用する
ことができます。

従来技術では表現できなかった被写体の細かな質感(透明感・凹凸)が表現可能になりました。

Fig.1 従来技術を用いた二値量子化画像
輪郭のみが強調されてしまう。

・本発明
→元画像のテクスチャ情報を強調する

形で表現できている。また、印刷の工程
を経てもテクスチャ情報を反映した結果
を得ることができた。

・従来技術(誤差拡散法)
→テクスチャ情報が十分に再現されて

いない。質感を考慮せず二値量子化に伴
って量子化誤差を拡散していること、印
刷の工程で質感がつぶれてしまうこと、
が原因。
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Fig.3 量子化結果の比較
本発明は、従来技術(誤差拡散法)と比較してガラスオブジェクトの透明感を表現が出来
ている。本発明は、明度情報(テクスチャ情報)を保存し、画像の質感を表現している。
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Fig.2 量子化結果の比較

(d)二次エッジ抽出データ
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